
グループディスカッション
議題補足資料

此花区役所

（資料３）
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グループディスカッション議題

班分け（案） • これからの地域コミュニ

ティ活動について

地域づ

くり班

•健康意識向上や行動変
容を促すための効果的
な方法について

健康班

•「気にかける」地域づ
くり福祉班

•こどもの「生きる力」
をはぐくむ取組につい
て

子ども

班

•令和７年度 地域一斉
の津波避難訓練につい
て

防災・

環境班

•区の魅力をみんなが発
信できるようにするに
はどうすればいいか

魅力発

信班



地域づくり班
議題 これからの地域コミュニティ活動について

資料
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学んだり育んだり、働くことや、暮らしていくこと、楽しむことや、支え合うことを、さまざま

な人が関わりながら取り組んでいく地域のつながり
地域コミュニティとは・・・

現状

①地域コミュニティにおいて中心的な存在である。

➁地域コミュニティに関する施策を展開する際、町会を通じて実施している場合が多い。
町会

地域コミュニティ
①防災や地域福祉（子どもや高齢者の居場所づくり等）への対応の必要性が高まっている。

➁住民のライフスタイルの変化などにより地域コミュニティが希薄化している。

課題
①町会加入率の低下（町会への加入世帯数が減少し続けている）

②担い手不足の深刻化

解決策



健康班
議題 健康意識向上や行動変容を促すための効果的な方法について
資料
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【此花区の現状】

• 区民の生活習慣病割合が高い。（特に高血圧有病率が24区中高位である）
• 悪性新生物(がん)による年齢調整別死亡率が高い。
• 患者一人当たりの医療費が大正区に次いで２番目に高い。

【区の取組】
・LINEを活用した「がんリテラシー向上」に関する情報発信。(毎週、約半年間）
・企業と連携して「がんリテラシー向上」に関するイベントを実施。
・企業と連携してアプリを活用し、ウォーキングを手段とした健康への取組を促す。

PHRの実証実験であり、「健康先進区」として此花区のブランディングも兼ねる。
・スーパーや地域(ふれあい喫茶等)へ出向いて血管年齢測定を行い、健診等の啓発を行う。
・郵便局・スーパー・区社会福祉協議会・区民ホール・老人福祉センターなど団体等との連携を行い、

チラシやポスター等を設置。

○区民が健康意識を向上させるため地域がご協力いただけること

(例) ふれあい喫茶等で健康についての話をする。
PTAや民生委員児童委員等からの情報発信。 など



福祉班
議題 「気にかける」地域づくり
資料 ・区役所、区社会福祉協議会が共同して、「このはな地域見守りタイ」のボランティアの募集に対

して働きかけをし、また、ホームページの中でボランティアの申込ができるプラットフォームを作
り、簡易に応募できる仕組みを組み立てている。
・「このはな地域見守りタイ」のチラシを作成し、区や地域の掲示板への貼付を行うなど、広く知
らしめる工夫をおこなってきた。

・「みまもりあいプロジェクト」については、周知をはかるため、区内関係団体20箇所並びに、
町会へのチラシの貼付などで広報を図るとともに、ホームページ等ICTツールを用いて周知を行い、
令和６年度末時点で1,844件のダウンロードがあった。
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子ども班
議題 こどもの「生きる力」をはぐくむ取組について
資料
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生き

る力

論理的思

考力

挑戦する意欲・困

難を乗り越える力

自己肯定感・自己効力感

（安心・安全な土台）

生きる力をはぐくむには？

クイズ等で楽しみながら、
考える力をつけていく取組

こどもたちの「好き」
を見つける体験の提
供・体験格差の解消

関係機関との連携に
よるこども・保護者
へのサポート強化



子ども班
議題 こどもの「生きる力」をはぐくむ取組について
資料

7

（参考資料１） 広報誌5月号から毎月連載



子ども班
議題 こどもの「生きる力」をはぐくむ取組について
資料
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（参考資料２）↓地域の掲示板ポスター ↓イベントでの周知



防災・環境班
議題 令和７年度 地域一斉の津波避難訓練について
資料 「令和７年度 地域一斉の津波避難訓練」概要

【実施日時（予定）】
令和８年２月８日（日）午前９時～

【課題等】
• 適切な避難先の事前選定
• 浸水が3日程度引かない可能性があることから、避難先の選定は、可能な限り屋内や軒下の
選定に留意

• 避難先の収容能力を超過しないかの確認
• 地域によっては、避難先が十分にないところもあり、必要に応じて、隣接地域との避難先に
関する協議の実施

• 上記の課題等を各地域とワークショップで協議
• 津波避難訓練実施後に諸課題の改善措置を検討

※別添資料１「マイ・タイムライン（私の防災行動計画）」もご参照ください。
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魅力発信班
議題 区の魅力をみんなが発信できるようにするにはどうすればいいか
資料 （目的）

・此花区の魅力を多くの人に知ってもらい、「住みたいまち此花区」を目指す。
・此花区を一番よく知っておられる区民の皆さんに区の魅力をアピールしてもらう。
・此花区の将来ビジョンにも掲げている「伝わる広報」の土台作りでもあるLINE登録者数を増やす。
例）Instagramで魅力を発信

”此花区の魅力あふれる写真や動画をハッシュタグ「#この
まちこのはな（此花にちなんだことば）」など投稿OKの共
通「#」をつけて投稿してもらい、それを此花区のインスタ
グラムで掲載。（参考：北区インスタグラム）

（例）「#このまちこのはな」をつけて投稿
↓

此花区役所で投稿OKとして、投稿
↓

魅力写真を集めていくことができる 10



魅力発信班
議題 区の魅力をみんなが発信できるようにするにはどうすればいいか
資料
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区民のみなさんの投稿をInstagramに
掲載 投稿画面（イメージ）

区民のみなさんに「映え写真」を投稿してもらい、
此花区のInstagramで掲載

「＃このまちこのはな」から
の投稿写真

（参考資料）
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